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 大 会 テ ー マ  

 

福祉・介護の実践としての情報の活用 

 － 記録をめぐる新たな取り組み － 

 
 
 

会場：キャンパスプラザ京都 
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開 催 校  立 命 館 大 学 
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１ 大 会 趣 旨 

 

 介護保険制度の改正、障害者自立支援法の施行など、福祉・介護のあり方が激しく揺れ

動くなか情報をめぐる状況も大きく変化しつつあります。情報開示の標準化など制度的な

動きや「ＩＴ新改革戦略 - いつでも、どこでも、誰でも ＩＴの恩恵を実感できる社会

の実現‒」に見られるような国の戦略としての福祉・介護のＩＣＴ化への動きなど、福祉・

介護分野のＩＣＴ化・情報化は、緩やかに新しい局面を迎えているように思われます。 

 こうしたなか、福祉・介護の実践現場において、情報のさらなる活用に向けた取り組み

が展開されています。その焦点となっているのが「記録」です。ご承知のように、福祉・

介護の現場においては、文字通り、日々、記録が作成されてきました。しかし、その大半

は、紙に手書き、あるいはワープロで作成されたものであり、共有や検索や分析など二次

的な活用に多くの困難をともなうものでした。また、情報システムにより記録の作成を行

う施設や機関も増えていますが、コストや運用などの課題も多く、記録の活用を行うため

の手法も未整備であることから、まだ試行錯誤の段階にあるといってもよいと思われます。 

記録という資源を有効活用し、福祉・介護サービスの質の向上などに活かそうという取

り組みは、介護保険制度における地域包括支援の展開など、記録の共有と活用が課題とし

てクローズアップされるなかで、今後、さらに進んでいくと考えられます。今大会では、

「福祉・介護の実践としての情報の活用 － 記録をめぐる新たな取り組み －」をテーマ

に、高齢者介護を中心とする実践現場における記録活用への取り組み、さらには形態素解

析やテキストマイニングによる記録活用にむけた課題提起など、福祉・介護の記録をめぐ

る現状と展望について、会員の皆様とともに考えていきたいと思います。 

 

２ テーマ 

福祉・介護の実践としての情報の活用 ―記録をめぐる新たな取り組み― 

 

３ 日 時 

２００６年１１月２６日（日） 10 時 30 分～17 時 30 分 
 

４ 会 場 
キャンパスプラザ京都 ５Ｆ 第一講義室 

〒600-8216 京都市下京区西洞院通塩小路下ル（JR 京都駅ビル駐車場西側） 

http://www.consortium.or.jp/campusplaza 

TEL.（075）353-9111    FAX.（075）353-9121 

５ 主 催 

日本福祉介護情報学会 
 

６ 開催校 

立命館大学 
 

７ 大会事務局 
  立命館大学産業社会学部人間福祉学科 生田正幸研究室 

   〒603-8577  京都市北区等持院北町 56-1  

               メール：jissi-kyoto@e-wel.net  ＦＡＸ：060-3331-0288  
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《 プ ロ グ ラ ム 》 

10：00～10：30 受付 

 

10：30～12：35 自由研究発表 

 

12：35～13：30 休憩 

 

13：30～14：00 学会総会 

 

14：00～17：15 シンポジウム 

 

「福祉・介護の実践としての情報の活用 ―記録をめぐる新たな取り組み―」 

コーディネータ 立命館大学 生田 正幸 

 

趣旨説明                        立命館大学  生田 正幸 

 

問題提起：福祉・介護改革と情報化の行方 ― 地域介護を支える記録 ―（仮題） 

日本福祉介護情報学会代表理事・立教大学  高橋 紘士 氏 

 

状況報告①：高齢者介護を支える情報システムの自主開発と記録の活用をめぐって 

― テンダーヒル御所における取り組み － 

社会福祉法人明徳会 地域支援センターテンダーヒル御所わかば館 

 館長 鶴田 浩史 氏 

 

状況報告②：高齢者介護における情報化の実践と記録の活用 

― 寿楽園における取り組み － 

社会福祉法人 寿楽園 第一施設サービス部長 山内 均 氏 

 

状況報告③：地域ケアのための記録共有システムの開発と実践 

                                                    ― 松江市における取り組み － 

株式会社アトル 介護システム推進部 リーダー 小河  信生 氏 

 

  

課題提起：記録活用の新しい途 ― 介護資源としての記録の再発見 ― 

立命館大学  生田 正幸 

質疑とまとめ 

 

17：15～17：30  事務局より連絡・閉会あいさつ 

 

17：45～     懇親会 
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■ 自由研究発表について 

自由研究発表を希望される本学会会員は、以下の要領でお申し込みください。 

 

(1) 会場設備の関係上、今大会における自由研究発表は、５件程度に限らせていただきます。 

  申し込み多数の場合は、学会事務局及び大会事務局が事前審査を行います。 

(2) 本学会大会における自由研究発表は、学会研究誌「福祉情報研究」への同名タイトルによ

る論文投稿の査読審査対象となっています。 

(3) 一件の自由研究発表の報告時間は、発表 20 分間、質疑５分間、計 25 分間です。 

(4) 資格：本学会会員に限ります。 

※共同研究発表者も含めて会員である必要があります。 

発表を希望される非会員の方は、10 月 31 日（火）必着にて会員申込手続きを済ませてください。 

入会申し込み用紙を学会ホームページより入手し、下記の学会事務局までご送付ください。 

日本福祉介護情報学会ホームページ http://jissi.jp 

学会事務局：〒352-8558 埼玉県新座市北野 1-2-26 

立教大学コミュニティ福祉学部 森本研究室気付 

TEL＆FAX：048-471-7283 

(5) 申込方法：希望者は、所定の書式により「自由研究発表要旨」を作成の上、別紙「自由研

究発表申込用紙」に必要事項を記入し、10 月 20 日（金）までに、大会事務局まで、電子

メール（jissi-kyoto@e-wel.net）あるいはＦＡＸにてお申込ください。様式は、学会Ｈ

Ｐ（http://jissi.jp）より入手可能です。 

(6)「自由研究発表要旨」の提出：自由研究発表要旨は、所定の書式によりＡ４版２枚以内（図

表を含む）で作成し、 11 月２日（木）必着で大会事務局宛に電子メール

（jissi-kyoto@e-wel.net）にて送付してください（お送り頂いたものを、そのまま製版

します）。 

(7) 使用できる機材：会場では、発表用に、ノートパソコン及びプロジェクターが利用可能で

す。パソコンの OS は WindowsXP、プレゼンテーションソフトは Microsoft Office Power 

Point2003 です。発表用のファイルをＵＳＢメモリーに入れてご持参ください。念のため、

ファイルは複数の媒体でご準備ください。持ち込みパソコンの使用も可能ですが、接続不

良の場合もありえますので、必ずファイルをご持参ください。機材をご利用の方は、自由

研究発表開始の 15 分前（10 時 15 分）までに入室し、機材操作等の確認を行ってください。 

 

■参加申し込み 

(1) 参加対象 本学会会員にかかわらず、関心のある方であればどなたでも参加できます。 

(2) 参加申込 別紙の事項を、電子メール（jissi-kyoto@e-wel.net）、またはファクシミリ

で大会事務局までお申し込みください。 

※懇親会に参加される方は必ず事前の参加申し込みをお願いいたします。 
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■参加費 

① 会 員（一般）  ３，０００円 ② 会 員（学生）  ２，０００円 

③ 非会員（一般）  ６，０００円 ④ 非会員（学生）  ３，０００円 

※法人会員は２名まで一人３，０００円、３名目からは一人６，０００円となります。 

※当日会員申込をした場合は、暫定会員として会員と同じ参加費になります。 

※当日、受付にてお支払ください。事前の振り込みなどは受け付けておりません。 

 

■懇親会 

(1) 会 場   交渉中 

(2) 費 用   一般 ４，０００円 学生 ３，０００円 

(3) 参加申込  必ず事前の参加申込を行ってください。 

 

■昼 食 

お弁当の予約・販売はいたしません。会場は、ＪＲ京都駅のすぐ側にあり、伊勢丹デパートや

駅前地下街などに多数のレストランがありコンビニもあります。行楽シーズンの日曜日ですので、

混雑が予想されますが、各自でご用意願います。 

 

■宿 泊 

宿泊、列車・飛行機チケット等についての斡旋は行っていません。開催時期、京都は行楽シー

ズンにつき、宿舎・交通機関などが非常に混雑します。遠方より参加を予定しておられる方は、

ネットや代理店などで、今すぐご予約ください。 

 

■ 問い合わせ先 

 

大会事務局： 

 

立命館大学産業社会学部人間福祉学科 生田正幸研究室 

  〒603-8577  京都市北区等持院北町 56-1  

              メール：jissi-kyoto@e-wel.net 

ＦＡＸ：060-3331-0288 

 

※ 事務局不在の場合が多いため、電話によるお問い合せには応じかねます。 

 

■ 学会ホームページについて 

研究大会をはじめ、学会活動に関わるさまざまな情報発信を行っていますので、学会ホーム

ページをご覧ください。 

日本福祉介護情報学会(JISSI)のホームページ URL： http://jissi.jp 
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■大会会場アクセスマップ 

 

 

 

キャンパスプラザ京都 

（JR 京都駅ビル駐車場西側） 

TEL.（075）353-9111 

FAX.（075）353-9121 

 

Google Maps 等で「京都市下京区西洞院通塩小路 キャンパスプラザ京都」で検索してください。 
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日本福祉介護情報学会第 7回研究大会 

参加申し込み書 

 

E-mail 送付先 jissi-kyoto@e-wel.net 

ファクシミリ送付先 ０６０－３３３１－０２８８ 

 

 

参加者氏名 

 

 

 

所属 

 

 

 

住所 

〒 

 

 

 

Tel 
 

 

Fax 
 

 

連絡先 

E-mail 

 

 

 

 以下、該当する□にチェックしてください。 

参加費 
◆会 員： □（一般）3,000 円    □（学生）2,000 円 

◆非会員： □（一般）6,000 円    □（学生）3,000 円 

懇親会 □出席 ・ □欠席  □（一般）4,000 円  □（学生）3,000 円  
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自由研究発表申込用紙（日本福祉介護情報学会第７回研究大会） 

 

申込日：2006 年  月  日 

発表者 

氏 名 

 

 
所属 

 

住所 
〒 Tel 

 

 

 発表者 

連絡先 
E-mail 

 

 
Fax 

 

共 同 

研究者 

と所属 

 

 

 

 

テーマ 
 

 

概 要 

(４００

字程度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用機材の有無 ＰＣ（パワーポイント等） ②その他（                 )

PC 使用の場合 
①PC を持込み 

②会場の PC を使用(WindowsXP、PowerPoint・その他) 
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上端マージン 25mm 
 

タイトル○○・・・・・・・・○○ 
発表者 所属○○大学 氏名○○・・○○

共同研究者 所属○○大学 氏名○○・・○○、所属○○大学 氏名○○・・○○

 
 
 
 
 
 
 
 

《用紙サイズ Ａ４×２枚》 
 

 

 

 

 

左マージン 20mm                                                      右マージン 20mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下端マージン 15mm 


